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第３学年２組 算数科学習指導案 

児 童 男子１５名 女子１６名 計３１名 

場 所 ３年２組教室 

指導者 ＊＊＊＊ 

 

１ 単元名 分数「はしたの大きさの表し方を考えよう」（東京書籍「新しい算数３」下 Ｐ４６～５８） 

 

２ 単元について 

（１）児童の実態  

 

 

~省略～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）単元のあらまし 

本単元は，学習指導要領第３学年の内容「Ａ 数と計算」の「（６）分数の意味や表し方について

理解できるようにする。」を受けての内容である。第２学年の「分数」では，折り紙を半分に折った

り，半分に折った折り紙をさらに半分に折ったりといった具体的な操作活動を通して， ， ， 

などの簡単な分数について学習している。第３学年「小数」では，単位量に満たないはしたの量を，

小数を用いて表すことを学習している。これらの学習内容をふまえて分数の意味を拡張し，分数を

用いれば任意の単位をつくって数量を表せることを学習する。人数や個数のような分離量の大きさ

を表すには整数だけで十分である。しかし，長さや体積，重さなどの連続量の大きさを表すには，

整数だけでは不十分であり，単位量に満たないはしたが出やすく，小数と同様にこのはしたの量を

数値化するために分数の必要性が出てくる。こうした分数の任意単位をつくったり表しにくいはし

たの数を数値化したりできるということは，分数のよさである反面，困難さも感じられる。そのた

め，児童にとって活動しやすく，視覚的にとらえやすい学習素材などを用いて段階を踏まえたてい

ねいな扱いが求められる単元である。 

（３）指導に当たって 

   導入部分では，単位を任意に等分する点で児童がとらえやすく活動しやすい素材として長さを扱

う。等分を意識させた後に分数の理解を図り，数へと意識を高めていくために段階を踏んでいく。

まず，等分した部分の大きさを基準量と対比して分数で表すことを理解させる。これまでにわり算

の場面や長さ，体積などの量の下位単位の学習においても等分することの素地的経験をしてきてい

るので，これらの学習と関連付けながら理解を確かにしていく。また，小数においても等分を意識

させているので，等分については他の学習と関連付けて理解を確かにしていくようにする。ここで

は，基準量を何等分するかを意識させるようにするために，折ったり，切ったり，重ねたりして実

感させる。次に，はしたの量を分数を用いて表現させる。連続量の場合，単位量に満たないはした

が出ることがある。このとき，生活経験や既習の学習から単位量を等分してはかりきれるようにす

る。このとき，単位量を何等分したかに着目させて分数表示を考えさせていく。長さに用いた分数

を，液量の場合も使えるか考えさせ，１Ｌ未満の液量の表し方と，この段階で，「分数」「分母」「分
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子」の用語とその意味を理解させる。そして，分数を数として理解させるとともにより抽象化して

いくために，数直線を用いて分数の構成についての理解を深めていきたい。さらに，１より大きい

場合でも分数表示ができることを扱い，分数に対する数としての意識を高め，加減法の計算までつ

なげていくようにする。分数についても整数や小数と同様に加法や減法が可能なのではないかとい

う見通しをもたせ，小数の加減計算と関連付けながら，単位分数の何こ分で考えると整数の計算に

帰着できることに気付かせていく。 

第１小単元では，もとの大きさを等分した１こ分の大きさを分数で表したり，分数の大きさを単

位分数の何こ分かで表したりする活動において根拠を明らかにして説明する言語活動を取り入れる。

第２小単元では，数直線を手がかりにし，１と等しい大きさや１より大きい数の分数を，もとの大

きさや単位分数に着目しながら説明する言語活動を行う。第３小単元では，加減計算の仕方を単位

分数の何こ分かに着目して説明する言語活動を取り入れる。単元を通して，自分の考えを説明した

り友達の考え方を聞いたりする場面を取り入れ，新たな発見や自分の考えを見直す機会にしたい。 

振り返りでは，「次も使いたい考え方」「友達の考えのよかったこと」等について自己評価を行い，

分数を生活や学習に用いることができるようにする。 

 

３ 単元の目標 

分数の意味や表し方，分数の加法及び減法の意味について理解する。 

 

４ 単元の指導計画（指導時数１１時間） 

小単元 時数 学習内容 中心となる言語活動 評価規準（評価方法） 

分

け

た

大

き

さ

の

表

し

方 

１ 

 

・１ｍを３等分した１こ

分の大きさを分数で  

ｍと表すことを理解す

る。 

・もとの大きさを等分

した１こ分の大きさ

を分数で説明する。 

知）１ｍを３等分した１こ分の長さ

を１ｍの「三分の一」といい，

「 ｍ」と書くことを理解して

いる。 

  （適用問題） 

２ 

・分数の大きさは，単位

分数の何こ分で表すこ

とを理解する。 

・テープ図を手がかり

にし，分数の大きさ

を単位分数の何こ分

であるか説明する。 

知） ｍは，１ｍを３等分した２こ

分の長さであることを理解し

ている。 

  （適用問題） 

３ 

・「分数」「分母」「分子」

の用語の意味を知り，

液量についても，端数

部分の大きさを分数で

表せることを理解す

る。 

・もとの量に着目し，

液量の端数部分の大

きさを分数で説明す

る。 

技）１Ｌを等分し，それを何こか集

めた大きさを，分数を用いて表

すことができる。 

  （適用問題） 

４ 

・算数的活動をとおして

等分することや，単位

分数の何こ分で大きさ

を表すことの理解を深

める。 

・分数のものさしを作

り，単位分数の何こ

分の大きさか説明す

る。 

関）学習内容を適切に活用して，活

動に取り組もうとしている。 

 （発言・ワークシート） 

３
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１
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分

数

の

大

き

さ

の

表

し 

方 

５ 

・数直線に表された分数

を読み取り，分数の大

きさの表し方や大小に

ついて理解する。 

・数直線を手がかりに

し，１と等しい大き

さの分数を説明す

る。 

知） は１と等しい大きさであるこ

とを理解している。 

  （適用問題） 

６ 

・単位分数の何こ分とい

う表し方を基に，単位

量を超える大きさも分

数で表せることを理解

する。 

・数直線を手がかりに

し，１より大きい数

の分数を説明する。 

考）整数や小数と同じように，単位

の何こ分として分数をとらえ

られることを考え，説明してい

る。 

  （適用問題） 

７

本

時  

 

・ ｍと，もとの長さの 

の違いについて理解 

する。 

・テープ図を手がかり

にし，もとの大きさ

に着目して， ｍと，

もとの長さの の違

いについて説明す

る。 

考）もとの長さに着目し， ｍとも

との長さの の違いをとらえ，

説明している。 

 （適用問題） 

８ 

・分母が１０の分数と   

の位までの小数の関係

について理解する。 

・数直線をもとに，分

母が１０の分数と 

  の位までの小数の関

係について説明す

る。 

知）数直線上に表された  を単位と

した分数について，その大きさ

や小数との関係を理解してい

る。 

  （適用問題） 

分

数

の

た

し

算 

と

ひ

き

算 

９ 

・分数の加法の計算の仕

方について理解し，そ

れらの計算ができる。 

・単位分数の何こ分か

に着目し，整数と同

じようにたし算がで

きることを説明す

る。 

考）単位分数の何こ分で考えると，

整数と同じように分数の加減

計算ができることを式や図を

用いて考え，説明したりまとめ

たりしている。 

  （適用問題） 

10 

・分数の減法の計算の仕      

 方について理解し，そ

れらの計算ができる。 

 

 

・単位分数の何こ分か

に着目し，整数と同

じようにひき算がで

きることを説明す

る。 

知）分数の減法計算の仕方を理解し

ている。 

  （適用問題） 

 

 

ま

と

め 

11 

・学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

・解答の根拠を説明す

る。 

知）基本的な学習内容を身に付けて

いる。 

  （適用問題） 

 

５ 本時の指導 

（１）目標 

 ｍと，もとの長さの の違いについて理解する。 

（２）仮説１ 児童の思いや考えを表出させる活動の工夫について 

      【数学的な表現を活用した言語活動】 

本時で身に付けさせたい力は，「もとの大きさ」は何か，「もとの大きさ」を何等分している

か，その１こ分の単位分数は何かを読み取る力である。そこで，テープ図をもとに ｍの大き

さについて説明する言語活動をとおして，分数が表す大きさをとらえさせたい。 

【学びの実感を伴う振り返り】 

     ｍのテープ図はどちらか判断するために着目したことや根拠，友達の考えのよかったこと

について自分の言葉でまとめ，全体で共有することで学びの実感を感じ取らせたい。 

４

３

４

３

４

３

４

３
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ｍの長さをせつ明しよう。 

（３）展開 

段

階 
学習活動 言語活動 ・支援 ◎評価 

数

学

的

な

表

現

を

用

い

た

見

通

し 

10

分 

 

 

 

１ 前時を振り返る。 

・１より大きい分数の表し方を確認する。 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0                 1                 2(ｍ) 

 

３ 課題を把握する。 

 

 

 

・本時のゴール「分数で表された長さを説明する」  

を確認する。 

 

４  見通しをもつ。 

 ・既習の ｍの考え方を想起し， ｍも同じよう

に考えていくとよいことを確認する。 

・１ｍを等分した１こ分の長さを考える。 

・１こ分の長さの何こ分になっているか考える。  

 

    

        

 

・既習事項を振り返

り，１より大きい数

も分数で表せるこ

とを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ｍは，１ｍを３等 

分した２こ分の長

さ。 

・１こ分の長さは， 

ｍ。 

・ ｍは， ｍの２こ

分の長さ。  

 

 

 

 

 

 

 

・テープ図を提示し，

○アと○イの違いを視

覚的にとらえさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の ｍの考え

方を想起させる。  

 

 

○ア  

 

○イ  

1 ｍ

Me-t

oru 

1 ｍ

Me-t

oru 

３

２

４

３

３

２

３

２

３

２
３

２

３

１

４

３

  色をぬったところが ｍになっているテ

ープは，○ア，○イのどちらですか。 
４

３
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数

学

的

な

表

現

を

活

用

し

た

自

力

解

決

5

分 

５ 自力で解決する。 

 ・○アと○イは，それぞれ何ｍかを考え，説明を書き

表す。 

 

 

・見通しをもとに，○ア

と○イは，それぞれ何

ｍになっているか

を考え，説明を書き

表す。 

 

・もとの長さ 

 ○アｍ 

○イ１ｍ 

・１ｍを何等分 

 ○ア２等分 

○イ４等分 

・等分した１こ分の長    

 さ 

 ○ア  ｍ 

○イ  ｍ 

・１こ分の長さの何こ   

 分 

 ○ア  ｍの３こ分 

○イ  ｍの３こ分 

 

 

・一つの考え方で説

明できた児童に

は，他の説明も考

えさせる。 

 

・思考が進まない児

童には，ヒントカ

ードを渡す。 

自

ら

の

考

え

や

集

団

の

考

え 

の

発

展

10

分 

６ 学び合う。 

（１） ペアで交流する。 

・○アと○イの長さを根拠を示して説明する。 

 

 

（２） 全体で交流する。 

    ・○アは， ｍ。 

     わけは，もとの長さが２ｍだから。 

・○アは， ｍ。 

     わけは，１ｍを２等分した３こ分の長さだ

から。 

・○イは， ｍ。 

     わけは，もとの長さが１ｍだから。 

・○イは， ｍ。 

     わけは，１ｍを４等分した３こ分の長さだ

から。 

 

 

・自分の考えを，テー

プ図を用いて説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・○アと○イを比較しな

がら進める。 

・○アと○イの違いを明

らかにし，板書に

位置付ける。 

２

１

４

１

２

１

４

１

２

３

２

３

４

３

４

３
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○ウ  

 

ま

と

め 

5 

分 

７ まとめる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

・もとの長さ，１こ

分をどのようにと

らえたのか確認す

る。 

・もとの長さに着目

させ，ｍともとの

長さの は違うこ

とをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

り

か

え

り 

15

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 適用問題を解く。 

・教科書Ｐ５４の△3 に取り組む。 

・○ウを一斉に解く。 

 

 

 

                 

・○エ，○オ  に自力で取り組む。 

 

 

 

 

 

                

９ 学習を振り返る。 

  ≪観点≫ 

・本時の学習で分かったこと 

・友達の考えのよかったこと 

        

      

            

 

 

 

 

 

 

 

 

・答えだけではなく，

根拠も説明できる

ようにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返りの観点を

示す。 

 

 

（４）評価規準 

観点 Ｂ おおむね満足 Ｂに至らせるための手立て 

数

学

的

な

考

え

方 

もとの長さに着目し， ｍやもとの長さの の

ちがいをとらえ説明している。 

ｍは，もとの長さ□ｍを□等分した□

こ分の長さというヒントカードを用意し，テ

ープ図と関連付けさせながら，□に当てはま

る数を考えさせる。 

 

  ｍは，もとの長さ１ｍの の長さです。 

また，１ｍを４等分した３こ分の長さです。 

◎もとの長さに着

目し， ｍやも

との長さの の

ちがいをとらえ

説明している。

（適用問題） 

４

３

４

３

〇

△

〇

△

〇

△

〇

△

〇

△

1 ｍ

Me-t

oru 

1 ｍ

Me-t

oru 

1 ｍ

Me-t

oru 

1 ｍ

Me-t

oru 

０ １ ２（ｍ） 

０ １ ２（ｍ） 

○エ  

 

○オ  

４

３

４

３


